第５学年　社会科授業案
場所　５年教室　授業者　５年❷
１　単元　お米作りのひみつを探れ！～米作りの盛んな庄内平野～（本時　７／９）
２　本時の目標
・庄内平野では、地形や気候の特色、人々の努力や工夫が関連し合いながら、米作りがさかんに行われていることに気づくことができる。（思考・判断・表現）
	学習形態
	アンプラグドプログラミング　
	使用機器
	タブレット端末，大型テレビ，HDMIケーブル，OHC

	[bookmark: _GoBack]プログラミング的思考とのつながり
	Yチャートを用いることで、複数の資料や自分たちが行っている稲作
と情報を関連づけて考え、課題についてより多面的・多角的な視点で
追究することで、論理的思考力を高める。


３　展開
	時間
	学　　　習　　　活　　　動　　　　　　※教師の支援　◆ＩＣＴ機器の活用　☆評価※子どもたちが自信をもって発言できるように、子どもたちのひとり調べのワークシートに朱書きをしておく。
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	なぜ、庄内平野は米作りが盛んなのでしょうか



○調べたことや班ごとの話し合いをもとに、みんなで話し合おう
※視点ごとの意見が関係しあっていることへの理解を深めるために、Yチャートを活用して整理する。

〈地形と気候〉


・豊かな雪解け水を生かして米作りをしているよ
・夏にあたたかくかわいた風が吹き、稲の病気を防ぐんだよ


※深い理解を促すために、言葉を読んで表面的にとらえている場合、根拠を確認する。


・広く平らな土地に水田がたくさんあるからだよ
・夏の昼のあたたかさと夜の寒さとの差や日照時間の長さが米を作る条件と合うんだよ

・最上川から栄養のある土がながれてくるからなんだよ


※広い視点で話し合いが行われるように、3つの視点がそれぞれ関連し合っていることに気づくよう切り返しを行う。



・農家の人はJAの人たちから農業に必要なお金を借りたり、営農指導員からのアドバイスを貰ったりして助けてもらっているよ
・砂の害がひどかったから、クロマツを植えて防砂林を作ったんだよ


◆根拠をもとに話し合いができるようにするために，写真やグラフなどの資料をタブレット端末に入れておく。


・苗はビニールハウスで育てているよ


・農業試験場で米の品種改良がおこなわれているよ
・米作りは２年前から始まっているよ

※難しい言葉が出てきたときに、子どもから質問が出ない場合には、意味を確認するために、「○○はどういうこと？」と切り返す。


・JAの計画に従って、全国各地へと出荷されているよ
・耕地整理をして大型の農業機械が使いやすくなるようにしているよ



〈農家を支える人〉

〈農家のくふうや努力〉


◆説明がわかりにくい部分は、映像資料等を大型テレビに映し理解を促す。

どれが一番の理由なのだろう


・農家を支える人がいたから盛んなんだよ
・農家の人の工夫が一番の理由だよ
・防砂林は，気候のよくないところを工夫していると思うよ


◆グラフや表はタブレット端末やOHCを用いて大型テレビに映す。


・やっぱり、３つすべてがあって米作りが盛んになったんだよ

今までの学びを生かして、課題にもう一度答えてみよう
※子どもたちが振り返りで、学びの深まりを実感できるように、「つかむ」段階で課題に対して答えたものと見比べてみるように助言する。



地形や気候、さまざまな人の努力や支えがあって、庄内平野の米はよりよく育っているんだね


今日の授業を振り返ろう


・みんなの意見を聞いて、初めよりもいろいろな考えがもてたよ☆庄内平野で米作りが盛んなわけについて、２点以上の視点から自分なりの言葉で、文章としてまとめることができたか。（ノートへの記述、聞き取り）







